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1．はじめ に

　今日，不安 とい う言葉は様々 な場面 で耳にする言葉

で ある。鈴木（1991）は 「不安と い う言葉は おそ らく精

神医学の 中で最も よ く用 い られ る言葉であり，こ の 言

葉は精神医学の 隅々 ま で 根を張り，そ の 臨床の 随所で

顔 を出す 」 と述 べ
， 不安 とい う言葉や概念 の 頻繁 さと

して 「症状として の 不安の 重要さ」 と裾野とい う点 で

「不安 と正常心理 との つ なが り」の 2 点を挙げて お り，

加 えて鈴木（1995）は 「不安 は精神 と身体の キ
ー ・コ ン

セ プ ト」 で あ っ た と述 べ て い る 。
こ うし た 不 安は 自分

の置かれ て い る 立場や状況に よ り，また個人的な問題

か ら個人 で は解決が困難な レ ヴ ェ ル まで 幅広 く使わ れ

る言葉で あ る。

2．黄黒交互彩色 法（YellOvv−Black　 Alternate　 Cobring

　　Method：YB法）とは

黄黒交互 彩色zaCYellow−BlaCk　Alternate　Coloring

Meth （姐 以下，　YB 法とする）は神作 ・酒木（1974）の 実験

か ら黄色（5Y8112 ）は背景の 明度が 低 い ほ どに誘 目性 が

高 くなるとい う結果 を基底 とし， 酒木 ・小山内（1990）

は色彩 の 誘 目性を利用 し自閉症児や 神経症者 の 主体性

の 回復を目論む ため の 芸術療法 とし て創出され た描画

に よ る治療技法の一つ で あ る。YB 法で は → 投的に 治療

者は黒い ク レ ヨ ン を受療者は黄色い ク レ ヨ ン を使用す

る。治療者が
一
枚の 画用紙に黒 い ク レ ヨ ン で枠を薄く

書 き， 左 下 か ら右上 に 斜線を引い た物 に 治療者 と受療

者が交 互 に線を引い て い き，受療者が納得 した段階で黄

と黒 の 二 色の 線に よ っ て分割された 区画 の 中を治療者 と

受療者が交 互 に 塗色 し て い き ， 最終的に治療者は 黒 い ク

レ ヨ ン で黄色に塗色 された縁の 部分を上から濃 くなぞ り

黄色 の 縁の 部分 を強調す る こ とで黄色 に塗色され た 場所

は，よ り鮮明 となり受療者は 自らが塗色した場所 （黄色）

に 自己 を投影し塗色 し た場所 が強調 され，受療者の 主体

性を引き上げるこ と に つ なが る と い う技法で ある（図 1 は

YB 法の
一
例 。

　　　　　　　　　 図 1YB 法塗 色後

3．目的

　本研 究は治療効果 の 検証が難 しい とされる芸術療法に

つ い て ， 臨床場面 で 診断 の 下 され て い ない 者 を対象に YB

法を実施し，YB 法 の 主たる治療目的 で あ る主体性 の 回 復

効果を活用 し， 受療者の 黄色が強 く引き上げられる こ と

で 受療者の 不 安感情を撥ね返すこ とに つ な が り，不安が

低減するの で はな い か との仮説 か ら YB 法に よ る不安感

情の 低減を検証するた め の 基礎研究 で ある。

4．準備ならびに方法および手順

　状態 ・特性不安尺度 日本版（STAI 目本版），　 A4 版画用

紙を用意 しB 法は，黄と黒の 二本の ク レ ヨ ン
・A4 版画

用紙 を準備する。YB 法の 前に STAI に 記入 し
， 記 入後
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YB 法を実施 し（統制群は約 30 分程度特別 な作業は さ

せ ない），YB 法終了後再び STAI に記入後退出して も

らっ た。

5．調査協力者

　YB 法群 54 名 （黄色使用群 27 名（M13 ，
　F14）平均年

齢 24．19（SD ・＝5．60），黒色使用群 27 名（MIO，　 Fl7）平

均年齢 27．25（SD ＝ 9．26）），特 別 な作業を させ な い 統制

群 29 名（M9 ，　F20）平均年齢 24．17（SD ＝ 9．18）の 2群の

作業時間前後に て STAI を施行 した 。 なお ， いずれ の

群の参加者も大学生 ・大学院生 ・一般成 人を無作為に

群別 し 2 群は別 の 口時 に集団施行 した。

6．結果ならびに考察

　 各群 の YB 法前後（統制群 は 30 分 の 間 を設 けた）で の

ST．tv の 状態 ・特性不安の 平均得点と SD の 結果を表 1

に示す。また，YB 法群は黄色使用群 と黒色使用群にわ

け ， 3群 の 作業条件前後で の 結果 を 〃検定にか けた結果，

YB 法 の 黄色使用群 の 状態不安 の 平均得点 の み に有意

差が認め られた（r ＝O．66，K26）＝ 2．49，p 〈．05）。こ の 結

果か ら，自己 が他者と
一
枚 の 画用紙を共有 し，そ こ に

描線・塗色す る とい う行 為 は酒木
・小 山内（1990）が 「互

い の 交通 （や り と り）亅 と表現 して い る もの で あ り，
一
枚

の紙面の 上 で 自らの 主体を他者に譲渡 し ， 他者か ら返

された 自らの 主体を受け取 る こ とを繰 り返す体験過程

によ り，自らがそ の 場に存在して い る こ とを確認 で き

る。 主体にっ い て Lacan（1966）は 「シ ェ
ー

マ L 」とい う

図式 にお い て 主体は他者によ っ て の み 認識・証明され

る こ とを描き出 して お り，藤田（1995）は 「シ ェ
ー

マ L 」

を 「相互主観性 の 弁証法」の 図式表現 した もの と述 べ て

い る。黄色使用群で は眼前に常に他者（黒色）が存在 し，

同時に紙面を介 し自己（黄色）が存在す る こ とを知覚体

験 す る こ とによ り，自己（黄色〉は他者て黒色）に 対 し，紙

面 に お い て視知覚上，図 と して 知覚 され る た め受療者

は明確に 自己 の 存在を宣言 で きる と考え られ ，それ に

よ り STAI の 状態不安が低減 した と考えられるの に 対

し黒色使用群 は視知覚上，黒色が地 とな る た め先の 黄

色使用群 の 黄色の 領域に圧倒 され，YH 法後の 状態不安
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　り
の 低減 に有意差が生 じるには至 らなか っ た と考え られ る，，

また統制群は特別な作業を させ て いない こ とか ら STAI

の 前後 の 得点差に は個人特有 の 時間の 過 ご し方 に よ る と

こ ろ が 大きい と推察され る。以 上 を踏ま え る と，YB 法で

の 黄色の 使用が不安感情低減に
一

定の 効果があると考え

られ るため，今後は臨床場面にお い て B 法 が不安症状

の 治療 に 活 用 で きれ ば幸い で あ る。最後 に 3 群の 特性 不

安だが，状態と い う
“
い ま

”
で は なく特性 とい う

“
い つ

も
”

の 不安に対す る反応 で あるため，短時間で 大きな得

点差 が生 じなか っ た と考えられ る。

　　　　 表 1YB 法前後の STAI の 平均得点

STAI　
L
．不

一
StllllEllv

YB 法前　YB 法後 YB 法前　YB法後
黄使用群 44．96（10．94）40．89（9．64）

＊

49．59（13．98）48．19（12．39）n・s

黒使用群 4t．22（9．55）39．93（9．77）” s　43．81（12．53）43．48〈12．98）ns

　 制群 42．59（11．39）40．14（11．73）・s46 ．90（1168）4628（112B＞・・s

　
’
ρ〈 ．050 内の 数宇は，標準偏差（Standard　DeViatlon：SD ）である。
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i
黄色 以外の原色（赤 や青等）で は，誘目性が最も高くなるの は 背

景色が 白の 場合 で あ る。 白い 画 用紙 を使用 した 場合，黄色 は

I」iebma 皿 e価   に よ り誘 目性は 低い が 白い 画用紙を黒色で 塗

色 して い くこ とで 黄色 の 誘目性 が 高くな る。
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